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国内の動き 

《 欽明天皇 》（位 539?～571） 

・[a.             ]の失脚（540）…任那 4県割譲の責任を問われ  

      物部氏と蘇我氏の対立へ 

・崇仏論争…天皇が仏像礼拝の可否を問う 

 大臣 [c.             ] VS 大連 物部尾輿 

          （崇仏派）       (廃仏派） 

 ⇒天皇は稲目に私的に仏像を祀ることを許すが、疫病が流行ったこ

ともあり物部・中臣氏らにより廃棄される 

 

《敏達天皇》(位 572?～585?)…廃仏派より 

《用明天皇》（位 585～587）…仏教容認派 

   後継者問題か？ 

大臣 [d.            ] VS 大連 [e.            ]（587） 

⇒物部守屋滅亡、崇峻天皇即位 

 

[f.        ]天皇を馬子が暗殺(592) 

      中継ぎとして 

《[g.         ]天皇》（位 592～628） 

摂政：厩戸皇子（聖徳太子）大臣：蘇我馬子 

による共同統治体制 

・国家体制の強化 

 ①[j.               ](603):豪族の官僚化 

  徳・仁・礼・信・義・智を大小に分けて、冠位を 

才能や功績に応じて個人に与える 

  ②[k.               ](604)：官僚としての心構え 

  「一に曰く、和を以て貴しと為し…」 

・仏教の奨励…飛鳥文化の発展 

・国史の編纂：『天皇記』『国記』（現存せず） 

 

 

 

 

    

 

 

 

 聖徳太子没（622）・馬子没（626）・推古没（628） 

⇒大臣蘇我蝦夷が権勢をふるう 

 

東アジア情勢 

 

百済の聖明王から仏教公伝 

 ① 538 年(壬申)説 

『上宮聖徳法王帝説』・『元興寺縁起』  

② 552 年(戊午)説 

『b.              』 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

[h.      ]が中国統一（589） 

 

隋の[i.          ]遠征(598～) 

⇒東アジアの緊張高まり 

 

・第１回遣隋使（600） 

⇒『日本書紀』に記述梨、文帝に倭の政治制度が未熟であ

ることを指摘された 

 

・第２回遣隋使（607）（隋の皇帝：[l.      ]） 

「日出づる処の天子、書を日没する処の天子に…」 

  ・[m.             ]を派遣 

 ・冊封を受けなかった。 

 ⇒隋は裴世清を答礼使として派遣 

               裴世清の帰国に際して 

・第３回遣隋使（608） 

  留学生：[n.            ] 

  留学僧：[o.    ]、南淵請安 

⇒中国の先進的政治制度を学び、 

大化の改新で高向玄理・旻は国博士として活躍 

・最後の遣隋使（614）…犬上御田鍬派遣 

・隋が滅亡(618) 、[p.     ]の建国 

 

唐が中国を統一（628） 

第 1 回遣唐使(630)：[q.             ]派遣 
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国内の動き 

《 欽明天皇 》（位 539?～571） 

・[a.大伴金村  ]の失脚（540）…任那 4 県割譲の責任を問われ  

      物部氏と蘇我氏の対立へ 

・崇仏論争…天皇が仏像礼拝の可否を問う 

 大臣 [c. 蘇我稲目  ] VS 大連 物部尾輿 

          （崇仏派）      (廃仏派） 

 ⇒天皇は稲目に私的に仏像を祀ることを許すが、疫病が流行ったこ

ともあり物部・中臣氏らにより廃棄される 

 

《敏達天皇》(位 572?～585?)…廃仏派より 

《用明天皇》（位 585～587）…仏教容認派 

   後継者問題か？ 

大臣 [d. 蘇我馬子  ] VS 大連 [e. 物部守屋  ]（587） 

⇒物部守屋滅亡、崇峻天皇即位 

 

[f. 崇峻 ]天皇を馬子が暗殺(592) 

 

《[g. 推古 ]天皇》（位 592～628） 

摂政：厩戸皇子（聖徳太子）大臣：蘇我馬子 

による共同統治体制 

・国家体制の強化 

 ①[j. 冠位十二階 ](603):豪族の官僚化 

  徳・仁・礼・信・義・智を大小に分けて、冠位を 

才能や功績に応じて個人に与える 

  ②[k. 憲法十七条  ](604)：官僚としての心構え 

  「一に曰く、和を以て貴しと為し…」 

・仏教の奨励…飛鳥文化の発展 

・国史の編纂：『天皇記』『国記』（現存せず） 

 

 

 

 

    

 

 

 

 聖徳太子没（622）・馬子没（626）・推古没（628） 

⇒大臣 蘇我蝦夷が権勢をふるう 

 

東アジア情勢 

 

百済の聖明王から仏教公伝 

 ① 538 年(壬申)説 

『上宮聖徳法王帝説』・『元興寺縁起』  

② 552 年(戊午)説 

『b.日本書紀 』 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

[h. 隋 ]が中国統一（589） 

 

隋の[i. 高句麗 ]遠征（598～） 

⇒東アジアの緊張高まり 

 

・第１回遣隋使（600） 

⇒『日本書紀』に記述なし、文帝に倭の政治制度が未熟で

あることを指摘された 

 

・第２回遣隋使（607）（隋の皇帝：[l.煬帝 ]） 

「日出づる処の天子、書を日没する処の天子に…」 

  ① [m.小野妹子 ]を派遣 

 ② 冊封を受けなかった。 

 ⇒隋は裴世清を答礼使として派遣 

               裴世清の帰国に際して 

・第３回遣隋使（608） 

 留学生：[n.高向玄理  ] 

 留学僧：[o. 旻  ]、南淵請安 

⇒中国の先進的政治制度を学び、 

大化の改新で高向玄理・旻は国博士として活躍 

・最後の遣隋使（614）…犬上御田鍬派遣 

・隋が滅亡(618) 、[p. 唐   ]の建国 

 

唐が中国を統一（628） 

第 1 回遣唐使(630)：[q.犬上御田鍬 ]派遣


